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育研究上の
理念・目的

理念 グローバルな視点で社会や経済を見据え、多文化への理解にもとづき、人々と未来を共に 創り出していくこと

目的 「社会・文化」「経済・経営」分野を基盤とし、本質的な課題を発見し（洞察力）、多様な 人々の考えを理解し、信頼関係の構築に取り組みながら（共感力）、解決に向けて立案し（構想力）、主体的に行動できる（実践力）
「グローバル人材」を養成すること

養成する人材像

国内外の地域が抱える社会・経済課題
に対応するため、多様な価値観や文化
への関心を持ち、地域性を考慮したグ
ローバルな視点とローカルな視点を合
わせ持つ多面的な見方・考え方によっ
て、新たな解決に貢献できるグローバ
ル人材

想定される進路

１）様々な地域の特性や文化に関する
知識とグローバルな視点を持ち国際
社会で活躍する人材

（企業のグローバル部門・企画部門・
営業部門、貿易業や総合商社・旅行
代理業の企業等）

２）国際社会の仕組みに関する知識と
課題解決に向けた方策を学び国際社
会に貢献する人材

（NPO・NGO、外資系企業、企業の
グローバル部門・企画部門・営業部
門、国家公務員等）

３）人々が暮らす社会や地域をデザイ
ンするための知識と実現に向けた考
え方を持ち地域社会に貢献する人材

（NPO・NGO、国家公務員・地方公
務員等）

４）未来社会に向けた事業を創造する
ための知識と戦略的な手法を学び社
会に貢献する人材

（総合商社、外資系企業、総合広告代
理店等）

ディプロマ・ポリシー
（DP）

（国際共創学部DP1）【洞察力・構想力】

① グローバルな視点を持って、本質的な課題につい
て、発見し、考察できる（洞察力）。

② 関心のある「社会・文化」「経済・経営」の課題に
対して、解決に向けて立案できる（構想力）。

（国際共創学部DP2）【知識・技能】

③ 国内外の「社会・文化」「経済・経営」に関する知
識を身につけている（知識）。

④ 国内外の情報や知見を収集・調査・分析すること
ができる（技能）。

（国際共創学部DP3）【共感力・実践力】

⑤ 語学を活用し、多様な人々の考えを理解し、コミ
ュニケーションをとることができる（共感力）。

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々とつながり、共創に
向けて行動できる（実践力）。
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アドミッション・ポリシー
（AP）

（国際共創学部AP １）

・ 入学後の学修に必要とな
る基礎的な知識を修めて
いる者。

（国際共創学部AP ２）

・ 経済や社会の課題に関心
を持ち、論理的に考え、表
現するための基礎的な力
をもつ者。

（国際共創学部AP ３）

・  他者と積極的にコミュニ
ケーションを図り、多様
な文化的背景を持つ人々
とつながり、切磋琢磨す
ることに意欲をもつ者。

カリキュラム・ポリシー
（CP）

（国際共創学部CP １）【対応科目：全学共通科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能

全学共通科目では、幅広い教養の修得や学びの土台づくりのために、語学科目・広域科目
を編成する。 
・語学科目では、多文化理解を深めるとともにコミュニケーション能力を身につける。 
・ 広域科目では、人文科学・社会科学・自然科学の科目群と、キャリア形成科目において、

幅広い教養と生涯にわたって生き抜くための知識と考え方を身につける。

（国際共創学部CP ２）【対応科目：基盤科目・専門科目・発展科目】 
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践力

学科専攻科目の基盤科目、専門科目及び発展科目では、専門的な知識・技能、実践的な語
学力、国際感覚と多様な価値観に基づく柔軟な洞察力・構想力、多様な人々と共創できる
共感力・実践力を身につける科目を編成する。

（基盤科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能 
・ 「社会・文化」「経済・経営」の基礎的な知識及び技能（語学力・思考力・情報活用力）に

ついて学び、グローバルな視点で社会・経済課題を洞察・構想するために必要となる基
礎知識と基礎能力を身につける。

（専門科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能 
・ 専門科目は、専門知識の基礎を形成する基幹科目と、専門性を高める４つの領域（グロ

ーバル文化領域、国際社会領域、政策デザイン領域、社会創造領域）から構成される領
域科目に区分し、体系的・段階的な学修を通じて、専門的知識・専門的技能と洞察力・構
想力を身につける。

（発展科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、⑤共感力、⑥実践力 
・ 発展科目は、共創科目と英語アドバンスト科目に区分し、共創科目では現地での体験等

を通じて洞察力、構想力、共感力、実践力を身につけ、英語アドバンスト科目では、洞
察力、構想力、共感力、実践力の基盤となるより高い英語力を身につける。

（国際共創学部CP ３）【対応科目：演習科目】 
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践力

国際共創学部の学びの基盤となる演習（ゼミナール）科目を各年次において必修科目とし
て編成する。 
・ 1年次に専任教員が担当する「アカデミックスキルⅠ」「アカデミックスキルⅡ」を置き、

大学で主体的に学ぶうえでの意識と技能（思考力・情報活用力）を身につける。
・ 演習科目では、各学問領域からのアプローチ（知識）により課題を発見し、継続的な調

査・研究をすることで、専門的な課題解決に必要な力（洞察力、構想力、共感力、実践
力）を身につける。

これらの教育課程における各科目の学生の成績については、シラバスに記載する成績評価
方法（「定期試験」「レポート」「発表」等）を用いて評価する。 
また、本学の「アセスメント・プラン」に基づき、様々な角度からの評価（GPAや単位修
得状況、カリキュラムマップ、外部アセスメントテスト等）をすることにより、学生の学
修成果を測定するとともに、教育課程全体の評価・検証の状況を把握し、改善につなげて
いく。なお、各授業科目の評価・検証については、担当者以外の教員によるシラバス相互
チェックによって質の保証を担保する。くわえて、授業評価アンケートを学生に対し実施
することで、教育課程の改善につなげていく。


